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鹿島港北防波堤北側の海況について

久　保　冶　良　・　渡　辺　　　徹

目　　白勺

二枚貝の沈着が緩流や渦流にエつて誘起されることについては，山本（19占4）が陸奥湾産ホタテガ

イについて，千葉ら（1955）が福島県産ホツキについて，すで咋報じている。

室者ら小も　チョウセンハマグリの稚貝が沈着する機構を調べるため，帽利44年8凡　鹿島港北防波埠

北側の汀線付近で発見された局部的な稚貝の高密分布域（未発表）の発現要因が前記綬流域，もしくは渦

流であろうとの作業仮説にもとづき，この調査を実施したっ

方　　法

調査船は「ときわ」（2占．25トン，箱石賢二船長他乗組員5名）で，調査期間は昭和44年9月19

日と20日の2日間，調査海域は鹿島港北防波堤の北側（図11である。

採水・測温は1m届をナンゼソ採水器で，表面をバケツと棒状湿度計で行った。流劾調査は標流板〔図

21を5点に投入，5□分ととに追跡し，拡散調査はウラニン溶液（5痴120上を1点に投入して追跡

した。なお調査時の気象状況は19日（拡散・流動調査〕が風力7～1□m・風向SSWで，20日（採

水・測温調査）が風力2m■風向NEであった。

「＼

調　査　結　果

【‖　水　　温

表面水温（図5）は22．4～22．80Cで北側沿岸部が高く防波堤側が低かった。1m層（図4）は¶

22▲5～22．70Cで，1点を除き表面水温よカヤや高目であった。分布状態は表面と同様に航路側か

ら北側沿岸部にかけて高く，防波堆側が低くなっておれ　北側沖合にもやや低い海域があった。

（2）塩素畳

表面（図5）は18．51～18．59‰で，防波鍵側が高く，北側が低くなっており，防波堤北側から，

防波捉方向を指向して，舌状に低い海域が張力出していた。

1In属（図る）は18．50～18．80‰で．分布状態は表面と同様であった。しかし，防波娘側は表

面よカヤや低く，北側はやや高かった。

（5）密　　度

表面（図7）は北側沿岸部が低く22．8台で，防波堤側が高く22．9～25．口であった。1m層（図

8）は表面と同様な分布であった。
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（4）流　　動

漂流複を用いて追跡調査をした結果については他にも資料があるので，別に報告する0・仁m層基準

における力学的高低図（図9）は，密度分布と一致している0

（5）拡　　散

投入15分後に軋後部が投入点より離れ，先端は細長く防波堤方向を指向して流れ・全体的には流

線型をたした。58分後には先端が2つに分かれ，一方は航路方向を指向し，他方は防波堤方向を指向・

面棟は15分後の約d倍に拡張した。88分後に軋その状態が更に拡張されたが・肉眼でやつと見え

る程度に稀釈された。100分後には，中心部がやや見えている程度で・殆んど見えなくなった（図

㌢　だE

J　考　察

水温において表面と1m層との差があせ少ないの軋水深が浅く，挽拝作用が盛んに行なわれたためで・

かえって表面の方が低いのは気温の影響によるものであろう。こうした海城の海況は気象的要因に上り・

大きく左右されるようである。

塩素量においでも水温と同様なことが考えられる0

密度（∂t）軋防波堤側が高密乱北側が低密帯となって車力，防波堤側では，いくつかの反時計周

りの渦流域が形成されていることが想像される。表面と1m層との密度差が殆んどないところからみると・

この海域は不安定左状態であれ海況変化の激しいことが推測される0

流動は圧力の差によカ生ずると考えると，力学的高低図よれ航路側から岸に寄せる流れが，岸近くで

は海水の沈降が考えられ，これは，宇田（文献5）の考えと一致している○従ってもつと下層では・バス

ヵム（文献4）の説によると．逆の流動が想像され，狭い海域では下図のどとき海水の移動が考えられ

少　拡散の方向を流れの方向とすると，SE

の流れが認められ，一部はEの流れも認め

られる。拡散速度は遠く，1時間後には相

′当に稀釈されており，このことについては．

染料が少なかったこと，波浪が高かったこ

と，船により橙拝されたこと，等が考えら

れる（図12〕。
海況推定模式図

要　　約

①　鹿島港北防波堤北側海城の海況調査をした0

②　水温及び塩素量から防波埠側の渦流城が推測された。



③　密度払防波堤側が高密帯，北側が低密帯であった0

④航路方面から防波妃に平行して掛て向う流れ・その北側には時計回りの洞汎防波堤側では反時計回

りの渦流が推軌された。
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図1　鹿島港北姥防北側海域
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図2　苓　流　板

図5　表面水温水平分布

図4　水泳1m層水温水平分布

図5　表面塩素量水平分布

図‘　水溌1m届塩素量水平分布
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図7　表面∂t　分布

図8　1m層∂t分布

図9　1m層基準の力学的高低図
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図10　染料拡散状況の推移
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図12　流　動　推　定　図


